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Internet Explorer 8 にて発生する事象及び対処方法について 

平成２３年 ６月１０日更新 

平成２２年 ７月２７日更新 

平成２２年 ３月１２日更新 

平成２１年１０月２８日   

コア開発リリースＧ 

コアシステムサービスセンタ 

 

コアシステムにおいて Internet Explorer 8（以下 IE8）を使用する場合に発生することが確認された事

象とその対処方法につきまして、以下に説明します。 

 

表１ コアシステムにおける IE8 にて発生することがある事象 

項番 IE8 で確認された事象 対処方法 

１ 画面遷移時にスクリプトエラーが発

生する場合がある 

セキュリティ更新プログラム「 [MS09-019] 

Internet Explorer 用の累積的なセキュリティ

更新プログラム」を適用する。 ※ 

２ 添付ファイルを提出する際にファイ

ルパス情報が消失し提出できない 

以下のいずれかにより回避可能。 

① Windows XP SP2 対応としてアナウンスして

いる「信頼済みサイトへの登録」を行う 

② オプション設定変更 

３ 画面が崩れて表示される場合がある 以下のいずれかにより回避可能。 

① オプション設定変更 

② コアシステムの Web サイトを互換表示対象

の Web サイトに登録する 

※ Windows 7 では、セキュリティ更新プログラム「[MS09-019] Internet Explorer 用の累積的

なセキュリティ更新プログラム」の不具合は修正されていますので、本対処は不要です。 

 

また、Internet Explorer 7（以下 IE7）使用時に発生しうる事象のうち、一部事象に関しては、IE8 に

おいても発生します。事象の詳細及び対処方法は IE7 の場合と共通です。サービスセンタ HP コアシステム

関連情報「Internet Explorer 7 への対応について」に掲載の資料「Internet Explorer 7 製品版に関する

事象および対処法について」をご参照ください。当該資料の項番３～５が対象です。 
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【１】 画面遷移時にスクリプトエラーが発生する場合がある 

＜事象＞ 

通信中ダイアログが表示された後、画面が遷移するタイミングで、時折以下の画面のようなスクリプト

エラーが発生することがあります。 

 

※ エラーの通知画面は、「インターネット オプション」の「詳細設定」タブ内にて、「スクリプトエ

ラーごとに通知を表示する」にチェックをつけている場合、エラー発生の度に表示されます。 

 

なお、上記スクリプトエラーが発生した場合でも、特に問題なくコアシステムの操作を続行することが

可能です。 

 

＜回避策＞ 

Windows Update にてセキュリティ更新プログラム「[MS09-019] Internet Explorer 用の累積的なセキュ

リティ更新プログラム」または[MS09-019]を含む更新プログラム（サービスパック等）を適用することで、

本事象が発生しなくなることを確認しております。 

セキュリティ更新プログラム[MS09-019]の詳細につきましては、以下の HP を参照ください。 

 

・[MS09-019] Internet Explorer 用の累積的なセキュリティ更新プログラム 

http://support.microsoft.com/kb/969897 

警告アイコンが

表示される 

スクリプトエラーの通知画面

が表示（※）される。 
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【２】 添付ファイルを提出する際にファイルパス情報が消失し提出できない 

＜事象＞ 

 

架空のパス情報が表示され、添付ファ

イルを特定できず、申請書や入札書を

提出することができない。 
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＜回避策＞ 

以下のいずれかの方法により回避可能です。 

※ ①－１の方法は、コアシステムの Web サイト個別に設定が有効となるのに対し、①－２および②の

方法はコアシステム以外の Web サイトに対しても設定が有効となります。 

このため、特別な事情が無い限り極力①－１の方法でご対応ください。 

 

① 信頼済みサイトへの登録 

コアシステム関連情報に掲載しております、「Windows XP Service Pack2 の利用について」の「信

頼済みサイトへの登録」を実施することにより回避可能です。 

ただし、IE8 では信頼済みサイトにおける「ポップアップブロックの使用」オプションの既定値が

「有効にする」に設定されていますので、以下の①－１／①－２いずれかの方法でポップアップブロ

ックを無効にする必要があります。 

 

①－１ ポップアップを許可するサイトへの登録 

以下のとおりに「インターネットオプション」「プライバシー」「ポップアップブロック」の設定画

面にてコアシステムの Web サイトアドレスを「許可する Web サイトのアドレス」に登録します。 

 

 

「ツール」を選択します。 
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「設定」を押下して「ポップアップブ

ロックの設定」画面を表示します。 

「インターネットオプション」 

を選択します。 
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コアシステムのWebサイトアドレスを登録

します。 
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①－２ 信頼済みサイトのポップアップブロック使用を無効にする 

以下のとおりに「インターネットオプション」「セキュリティ」「信頼済みサイト」の「レベルのカ

スタマイズ」設定画面にて、「ポップアップブロックの使用」を「無効にする」に変更します。 

 

（注意） 

本設定によって「ポップアップブロックの使用」オプションの設定を無効にした場合、コアシステ

ム以外の信頼済みサイトにアクセスした場合においてもポップアップブロックが無効となります。 
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② オプション設定変更 

「インターネットオプション」「セキュリティ」の「レベルのカスタマイズ」設定画面にて、以下の

設定を変更することで回避できます。 

 

（注意） 

本設定によって「サーバーにファイルをアップロードするときにローカルディレクトリのパスを含

める」設定を有効にした場合、コアシステム以外のサーバーに対してファイルをアップロードする際

もローカルディレクトリのパス情報が送信されます。 

 

 

「サーバーにファイルをアップロードす

るときにローカルディレクトリのパスを

含める」項目にて「有効にする」をチェッ

クすることにより、添付ファイルを特定す

ることが行え、申請書や入札書を提出でき

ます。 
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＜補足＞ 

信頼済みサイトのセキュリティレベルが「中高」以上の場合 

IE8 のデフォルトでは、信頼済みサイトのセキュリティレベルは「中」に設定（※）されていますが、設

定が変更されている場合があります。この場合、「① 信頼済みサイトへの登録」のみでは回避できません

ので、「② オプション設定変更」の実施があわせて必要です。 

 

（※）参考「Web からファイルを開いたりコピーしたりできない理由」 

http://windows.microsoft.com/ja-JP/windows7/Why-cant-I-open-or-copy-files-from-the-web 

 

[信頼済みサイトのセキュリティレベルの確認方法] 

以下のとおりに「インターネットオプション」「セキュリティ」の設定画面にて「信頼済みサイト」

を選択後、「このゾーンのセキュリティのレベル」の設定値を確認します。 

 

 

「信頼済みサイト」を選択後、セ

キュリティレベルを確認します。

「信頼済みサイト」を選択後、「こ

のゾーンのセキュリティのレベ

ル」の設定を確認します。 

 

「中高」以上に設定されている場

合は、「② オプション設定変更」

の実施が必要です。 
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【３】 画面が崩れて表示される場合がある 

＜事象＞ 

特定の条件で画面が崩れて表示されることがあります。 
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＜回避策＞ 

以下のいずれかの方法により回避可能です。 

※ ①の方法は、一度の設定ですべての Web サイトに対して設定が有効となります。１台のクライアン

トで複数のコアシステムに接続している場合に有用です。これに対し、②の方法は、Web サイト個

別で設定が有効となります。１台のクライアントで複数のコアシステムに接続している場合、接続

先毎に設定が必要となります。 

このため、特別な事情が無い限り極力①の方法でご対応ください。 

 

① オプション設定変更 

以下のとおりに「ツール」「互換表示設定」の設定画面にて「互換表示ですべての Web サイトを表示

する」のチェックを ON にすることで回避できます。 

 

（注意） 

本設定はコアシステム以外の Web サイトに対しても有効となります。 

 

 

「ツール」を選択します。 
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「互換表示設定」を選択します。 

「互換表示ですべての Web サイトを表

示する」のチェックを ON にします。 
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一度設定すると、以後全ての Web サイトが互換表示されますので、ブラウザのアドレスバー横の互

換表示ボタンが表示されなくなります。 

 

アドレスバー横の互換表示ボタンが表示

されなくなります。 



 14

 

② コアシステムの Web サイトを互換表示対象の Web サイトに登録する 

 

②－１ 互換表示ボタンを押下する 

コアシステムのトップ画面にて、アドレスバー横に表示されている互換表示ボタンを押下すること

で回避できます。 

 

 

互換表示ボタンを押下します。 
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一度押下すると「互換表示設定」の設定画面にてコアシステムの Web サイトが「互換表示に追加し

た Web サイト」に登録されます。次回以降コアシステムにアクセスした際も設定が有効となり、再度

ボタン押下の必要はありません。 

 

 

「互換表示に追加した Web サイト」にコアシステム

の Web サイトが登録されます。 
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②－２ コアシステムの Web サイトを手動で互換表示対象の Web サイトに登録する 

「互換表示設定」の設定画面にてコアシステムの Web サイトを互換表示対象の Web サイトに登録し

ます。 

 

 

以 上 

コアシステムの Web サイトを入力し、

「追加」ボタンを押下します。 

「互換表示に追加した Web サイト」にコアシステム

の Web サイトが登録されます。 
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更新履歴 

2011/6/10 ・事象 1「画面遷移時にスクリプトエラーが発生する場合がある」について、

Windows 7 は対処不要である旨を追記 

・事象 2「添付ファイルを提出する際にファイルパス情報が消失し提出できない」

について、信頼済みサイトのセキュリティレベル「中高」以上の対処方法を追

記 
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